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ブリ類のハダムシ症に対するＤＮＡワクチンの開発

　
　
　

大分県水産養殖協議会青年部会

会長 冨高吉幸氏

病原体

これまでの水産用ワクチン

大量培養 不活化
不活化ワクチン

ハダムシでは困難･･･

病原体

病原体病原体

病原体

ハダムシＤＮＡワクチン

ＤＮＡをプラスミドベクター

（運び屋）に組み込み

ＤＮＡ

ワクチン！
ハダムシの消化酵素

ＤＮＡを解析

ハダムシ

そこで！

東京海洋大学と連携し、

ハダムシＤＮＡワクチンを

試作してヒラマサに接種し

たところ、ハダムシ寄生数

の減少（図1）、生残率の

向上（図2）が認められま

した。 図1
図2
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ハダムシなどの寄生虫駆除は我々養殖業者にとって非常に

重労働です。それが少しでも軽減されればとても助かります。

また薬剤の使用量を減らすことで、食の安心への寄与はもち

ろんのこと、コスト削減にもつながります。

DNAワクチン自体がたいへん画期的な方法であり、実用

化されて現場で効果が得られる日がたいへん楽しみです！

【ハダムシ症って？】

ハダムシ類（ブリハダムシ、シンハダムシなど）による皮膚寄生症です。

ハダムシ類は人間には無害ですが、魚の成長を遅らせたり、魚が感染症に

かかりやすくなったりします。

【現在の対策は？】

・水産用医薬品として承認された駆虫薬を魚に投与。

・定期的な淡水浴（または薬浴）による駆虫作業（多い時期には月2回程度）。

薬剤に頼らず、かつ労力や経費を削

減できる技術が求められています。

ワクチン開発研究を行い、試作ワク

チンを接種したところ、ハダムシ寄

生数の軽減が確認されました。


